
Integra-Guardカラム インストラクションシート
suffix # -124, -125, -126, -127, -128, -129

このキャピラリGCカラムは、ガードカラムが一体化されています。キャピラリカラムのうち、固定相をコーティングせず不活
性化処理のみを施した部分5 mまたは10 mが、ガードカラムの部分です。分析カラムと同じチューブに一体化されている
ため、液相コーティング部分（分析カラム）とともにブリードおよび不活性化の試験が実施されています（Figure 1参照）。 

ガードカラムはGCシステムの注入口(inlet)側に取り付けます。開封した際に、「Guard Column End」（Figure 2参照）と
記されたタグでガードカラム端を容易に確認できます。タグを取り外した後も、ケージのオープンピン側に結んである高温
耐熱ストリングの結び目によって、Integra-Guard部分の終点と分析カラムの始点を確認することができます（Figure 3
参照）。この高温耐熱ストリングは400 °Cを超える温度にも耐えるため、取り外さないでください。

ガードカラムの一部が汚染された場合は、その部分をカットすることが可能です。通常、注入口側から30～50 cmをカ
ットすることで、カラムの性能は許容できる程度まで回復します。最終的にガードカラム全体をカットしても使用可能で
す。Universal Press-Tightコネクタ、SilTite μ-Unionコネクタ、Defined PressFitコネクタ、またはVu2 Unionコネクタ
を使用して新しいガードカラムを取り付けることができるからです。ガードカラムやコネクターのラインナップは弊社HPで
確認してください。
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Figure 1: Integra-Guardカラム
は、ガードカラムと分析カラムを同
一チューブに一体化した構造である
ため、接続部なしで分析カラムの保
護が可能です。

Figure 2: Integra-Guardカラムの
ガードカラム端には、識別しやす
いようにタグが付いています。

Figure 3: 高温耐熱ストリング
が、Integra-Guard部分の終点と分
析カラムの始点を示しています。
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